
２０１２年度協定校留学近況報告書 

記 入 日 2012年 11月 19日 

留 学 先 大 学 パリ第七大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：芸術・文学・言語研究科，（現地言語での名称）：UFR LAC 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2012年 9月－2013年6月 

明 治 大 学 で の 所 属      学部     学科     専攻 / 文学研究科仏文学専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部     年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程 3年生 

    

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

留学経験のある先輩から話を聞いたり、インターネットを検索して現在パリに留学している大学院生のブログなどを参照することで、留学先

でどのような問題が起こりうるのか予め想定するようにしていました。事前にフランスに行ったことがなく現地の土地勘がないため、住居探

しなどについてはかなり不安なことが多かった。さらに、大学が斡旋した寮に入れることになっていたにもかかわらず留学直前の７月になっ

てから唐突に入寮を断られたため、かなり急いで家探しをすることになった。費用的な面でも精神的な面でも思いがけず負担になる可能

性があるので、とにかくできるだけ早い時期から準備をはじめ、「予定通りに行かない可能性がある」ということを念頭に置いておいた方が

柔軟な対応ができるように思います。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：長期滞在用学生ビザ 申請先：在日フランス大使館 
ビザ取得所要日数：約３週間 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：約 3 万円 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

大学(学部)、大学院(修士)の学位証明書、成績証明書などを入手し、留学手続き時に所属している大学(院)における在学証明書や成

績書を準備します。これらの書類は日本語のものと英文、あるいはフランス語のものを用意する必要があります。高校など、すでに卒業し

ているところから書類を取り寄せる場合、どのような手続きが必要でどのくらいの日数が必要なのか確認する必要があります。上記のもの

以外に、受け入れ先大学の入学許可書(担当者の直筆署名入り)、留学先での居住証明書(大家や寮の責任者の直筆署名入り)、銀行

の残高証明書(日本語と英語)、奨学金を受給する場合は受給証明書、留学先の移民局に提出する証明書(長期滞在ビザ申請用)が必

要でした。 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

大学間の協定校留学ですが、まずは学内の選抜を受けたあとで留学する年の年始くらいにキャンパスフランスに登録しました。その後は

キャンパスフランスから送られて来る情報などから上記の必要書類を準備します。これらの書類は日本語のものと英文、あるいはフランス

語のものを用意する必要があり、場合によっては大使館が指定する翻訳業者に書類の翻訳を依頼しなければならないことがあります。必

要な書類が揃ったらおキャンパスフランスのオンライン審査を受け、大使館での審査が受付可能になるのを待ちます。その後、大使館で

の受付を申込み、必要書類を大使館に持って行き審査を受けるのですが、５〜６月になると留学する学生が大勢申込み手続きをするた

め、審査を受けるまで１ヶ月以上待つことになることもあります。提出した書類に不備がなければ審査を受けてから３週間前後でビザがお

ります。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

[協定交流学のため面接はなし] 



 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

提出書類に関して不明な点があったためキャンパスフランスやフランス大使館にメールで問い合わせたものの、１通も返信がなかったの

で、留学経験者の話を信用する以外に不明な点についての確認手段がなかった。年度によって必要書類が変更されたりすることもある

ので、実際に大使館に足を運ぶまでかなり精神的な負担が大きかった。また、自分で想定していたペースでものごとが進まないことが多

く、飛行機のチケットを変更・キャンセルするような例も多いようなので、渡航日を決める際はビザの進捗状況を見つつ慎重に決めるように

した方がいいと思う。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

協定校留学は大学が指定する留学保険に加入する必要があった。大量の本を航空便で送ったが、梱包の手間がかかる上に、送る際の

必要書類がビザの手続きと変わらないくらいの量が必要だったので、準備がかなり大変だった。また、大学に「留学届」を提出したり奨学

金に関する書類の提出があったり、事務的な書類が身の周りにかなり多くなるので、どの手続きにどんな書類が必要なのかきちんとリスト

管理していないと混乱するのではないかと思う。 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 ＡＮＡ 

航空券手配方法 
ＡＮＡの公式ＨＰからインターネットで早割が有効な期間に購入した。 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 パリ・シャルル・ド・ゴール空港 現地到着時刻 2012 年 9月 7日 16時 45 分 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の出迎え 公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 約 40 分 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

RER の B線で Châtelet駅まで行き、メトロ 14 番線に乗り換え Bibliothèque François-Mitterrand 駅に移動。そこから徒歩で 5 分前後。 

大学到着日 9月 10日 12時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮        アパート         その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋    二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生  他国からの留学生 その他（なし） 

住居を探した方法 大学の斡旋  自分で探した     その他（     ） 

住居の申込み手順 パリに本拠地を置く不動産屋と事前のメールのやりとりや Skypeなどで連絡を取り、入居の手続きを進めた。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

留学直前のシーズンということもあり、手頃な物件がすでに少なくなっていて探すのにかなり苦労した。手続きがはじまってからビザの申請

に必要な書類を貸し手が用意できないなどの理由でキャンセルせざるを得なくなったり、悪質なやり方で手数料を取ろうとする不動産仲

介業者がいたりするなど、トラブルが多く精神的に苦痛だった。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 2012 年 9月 4 日 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ ビザ申請の都合で参加できなかった。 



留学生用 

特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

あった  なかった 

授業開始日 9月 24日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

パリに到着後、Cité Universitaire 内にある移民局の事務室に行き、パスポート、申請書類、入学許可書、顔写真を持って行き健康診断

の日取りを決めた。料金は 58ユーロ。支払いは印紙を購入するかインターネットでの支払いを選択できた。日数は 3 週間前後。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

      

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

大学付近の LCL で口座を開設した。口座開設の際、パスポート、入学許可書、収入証明書、居住証明書(大家の直筆署名入り)の提示

を求められた。大学と提携している学生向けのカードがあり、口座の維持費が 1 ユーロという割安の口座をつくることができた点はよかっ

た。ただし、大家が地方に住んでいるため居住証明書を用意するのに時間がかかり、手続きをはじめてから 2週間経ってからようやく銀行

のカードを入手した。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

パリの Orange でプリペイド携帯電話を購入。購入の際、パスポート、入学許可書の提示を求められた。店頭に行けば即日入手することが

でき、料金は携帯電話の機種によって異なるが 30 ユーロ前後で買えた。購入した翌月からはチャージカードを購入し、自分の携帯電話

からチャージの手続きが可能。 

 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（9月 20日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

所属先の専攻の責任者の方にアポイントを取り履修登録書にサインをしてもらい、国際オフィスに提出した。責任者の方が限られた曜日

にしか事務室にいないため、事前にメールで連絡した上で署名してもらう必要があった。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

2.履修単位数 

一学期の登録単位数・科目数を教えてください。   
 2科目 8単位 

多すぎた ちょうど良い 少なすぎた 

留学先大学の学生は週平均何科目とるのが一般的ですか？ 3科目／週（6時間）ぐらい 



 

3.授業内容 

現在までに受講している授業はどのように授業が進められていますか？（予復習，テスト準備など，アドバイスもご記

入下さい。） （下記授業の履修時期：2012年 9月から 2013年 1月） 

No. コース名／教授名 時間数／週 留学先での単位数 

１ Philosophie et littérature / Pierre Zaoui, Jacques-Olivier Bégot 2 時間の授業が週 1 回 4 

Master 1・2 の院生向けのセミネールで、学生の数は 50 名前後。今年度から新設されたセミネールであり 2 名の教授がリレー形式や各

回交代で講義を行っている。プラトンやアリストテレスなどの古典からはじまり 20 世紀に至るまで哲学と文学の相互性について論じられて

いる。学期のはじめに参考文献表や学期の講義概要が配布されたが、3 回目くらいから内容が流動的に変化しはじめている。フランス語

の授業にまだ慣れていないため、許可を得て講義を録音させてもらい、帰宅後に聴き直すようにしている。評価方法は学期末の小論文

提出による。 

２ Apocalypse et apocalyptisme / Catherine Coquio 2 時間の授業が週 1 回 4 

Master 1・2 の院生向けのセミネールで、学生の数は 40 名前後。『聖書』から現在のテクストに至るまで、そこに描かれている「黙示録」

的な要素を読み解くセミネール。学期のはじめに参考文献表や学期の講義概要が配布され。11 月になってからは学生による発表と、そ

れに対する質疑応答、教授のコメントといった方法で講義が進められている。この講義に関しても許可を得て講義を録音させてもらってい

る。評価方法は学期末の小論文提出によるが、予め教授とのやり取りが求められている。 

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
起床 起床                               

8:00 
            起床 起床 起床 起床 起床 

9:00 
語学の勉強       語学の勉強 語学の勉強 語学の勉強 語学の勉強 語学の勉強 

10:00 
      図書館で勉強 語学の勉強 語学の勉強 語学の勉強 語学の勉強 語学の勉強 

11:00 
セミネール 図書館で勉強 語学の勉強 語学の勉強 語学の勉強 語学の勉強 語学の勉強 

12:00 
セミネール                                     

13:00 
      セミネール       読書                   

14:00 
図書館で勉強 セミネール 博士論文の 

準備 

      博士論文の 

準備 

午後は街中を

散策するか 

読書 

講義の予習 

15:00 
図書館で勉強 図書館で勉強 博士論文の 

準備 

テニス 博士論文の 

準備 

      講義の予習 

16:00 
図書館で勉強 図書館で勉強 博士論文の 

準備 

テニス 博士論文の 

準備 

      講義の予習 

17:00 
      図書館で勉強 博士論文の 

準備 

      博士論文の 

準備 

      講義の予習 

18:00 
日仏学生交流会                                     

19:00 
日仏学生交流会                                     

20:00 
      講義の復習 博士論文の 

準備 

      博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

読書、映画鑑賞 

21:00 
      講義の復習 博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

読書、映画鑑賞 

22:00 
講義の復習 博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

読書、映画鑑賞 

23:00 
講義の復習 博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

読書、映画鑑賞 

24:00 
就寝 博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

博士論文の 

準備 

就寝 

 



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

パリ第 7 大学には日本語を学んでいるフランス人の学生が多く、日仏学生の交流会があるのでいろいろなレクリエーションを

通じて定期的に交流をはかる機会があります。また、寮ではなく自分で家を借りたため、いわゆる「学生街」やパリの中心地と

は違った一面を見ることができているのは自分で家を決めた利点だと思います。ただし、パリでは東京の暮らしに比べて水周

りのトラブルなど些細な問題は日常的なことなので、そのような小さな問題をどうやってうまく片付けていけるのかが試されて

いるようにも思います。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

留学直前は手続きの煩雑さも大変ですが、フランス大使館の対応がとにかく精神的な苦痛になりました。とりわけビザの申

請に関してはできるだけ早い時期から必要な書類を揃えるようにして、留学経験者の方などに相談することをお勧めします。

現地に着いてからも小さな問題はありますが、語学の上達につながったり海外に長期滞在することによる貴重な経験になる

のではないかと思います。留学の準備は経験者に相談しつつ、とにかく早い時期からというのがコツではないでしょうか。 

 


